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今 後 の 日 程
1月27日㈪組合親睦ボウリング大会

2月  3日㈪組合規程改正検討委員会②

   4日㈫理容師実技試験

  10日㈪第２回講師打合せ会

3月17日㈪第５回常任理事会（午前）

　　 〃　　　第421理事会（午後）

5月  5日㈪期末監査会

  12日㈪第１回常任理事会（午前）

　　　　　　 第422理事会（午後）

  19日㈪第26通常総会

（小郡）

（小郡）

（小郡）

（小郡）

（小郡）

（小郡）

（小郡）

（小郡）

　

令
和
６
年
11
月
11
日
㈪
午
前
10
時

下
関
市　

亀
山
八
幡
宮
に
て
山
口
県

組
合
主
催
の
「
毛
髪
供
養
祭
」
が
厳

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
第
12
回
目
（
県
主
催
）
と

な
る
供
養
祭
は
、
参
加
11
支
部
県
内

組
合
員
32
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

毛
髪
を
神
前
に
供
え
、
定
刻
に
な

り
管
絃
の
音
が
響
き
わ
た
り
、修
祓
、

祝
詞
奏
上
と
続
き
、
吉
永
理
事
長
、

江
川
全
理
連
中
央
講
師
（
下
関
支
部

講
習
会
で
来
県
）、
支
部
代
表
４
名
が

玉
串
奉
奠
を
行
い
参
拝
者
全
員
で
お

客
様
の
毛
髪
供
養
と
ご
多
幸
を
祈
念

す
る
と
共
に
、
業
界
の
発
展
向
上
を

令
和
６
年
度　

毛
髪
供
養
祭

祈
願
し
ま
し
た
。

　

宮
司
よ
り
参
拝
者
に
金
幣
で
お
清

め
を
頂
き
、
格
式
高
い
式
典
が
無
事

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
神
殿
前
で
記
念
撮
影
を

行
い
、「
床
屋
発
祥
の
地
記
念
碑
」

に
赴
き
参
拝
し
解
散
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
毎
日
新
聞
社
・
山
口
新

聞
社
・
山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｔ
Ｙ
Ｓ
テ
レ
ビ
山
口

等
の
取
材
が
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｔ
Ｙ

Ｓ
で
は
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ

れ
良
い
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
お
客
様
に
対
す
る
感
謝
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
毛
髪
供

養
祭
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
お
客

様
に
組
合
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
集
客
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

報
告　

上
田
憲
志

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

さ
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
に

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
組
合
の
事

業
に
ご
理
解
並
び
に
多
大
な
る
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
も
と
社

会
活
動
の
正
常
化
が
進
み
、
収
束
に

向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
た
一
方
、
世

界
情
勢
の
不
安
定
化
に
よ
る
原
材
料

価
格
の
高
騰
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

物
価
上
昇
が
続
き
、
理
容
業
も
大
き

な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
、
組
合
が
直
面
し
て

い
る
課
題
と
し
て
各
事
業
の
低
迷
・

後
継
者
問
題
・
組
合
員
減
少
に
よ
る

財
源
不
足
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
将
来

に
亘
っ
て
元
気
な
組
合
を
創
っ
て
い

く
為
に
は
、
組
織
を
挙
げ
て
皆
さ
ん

の
力
を
集
結
し
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
事
が
必
要
で
す
。

　

県
組
合
と
し
て
も
様
々
な
助
成
金

を
活
用
し
つ
つ
、
出
来
得
る
限
り
の

事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
組
合
の
皆
様
の

ご
意
見
、
ご
提
案
、
お
知
恵
を
広
く

頂
戴
し
な
が
ら
反
映
し
、
そ
の
上
で

組
合
員
の
満
足
度
、
幸
福
度
を
実
感

で
き
る
組
織
と
す
る
事
を
目
指
し
ま

す
。

　

引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
糠
、
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
組
合
員
一
同
素
晴
ら
し
い

一
年
で
有
り
ま
す
事
、
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
年
頭
所
感

　
山
口
県
組
合
理
事
長

吉
永　
和
義

2025 年　年頭所感
未来にむけて一層の奮励を

全国理容生活衛生同業組合連合会

理事長　大森　利夫

　2025年の新春を迎えるにあたり、所感の一端を記して新年のご挨拶とさせて

いただきます。

　先ず、令和６年度能登半島地震において被害を受けた皆さまへお見舞い申し

上げます。被災地が一日も早く復旧を果たし、被災された方々が通常の生活を

取り戻すよう願っています。

　さて、改めて昨年を振り返りますと令和６年度事業は「儲かる業づくり」を

テーマに、時代にあった適正価格でのサービスの提供や生産性向上に伴う賃上

げ・雇用の維持に向けてのヘアサロンの売れるメニューづくりセミナーを推進

してまいりました。その内容としては、これまでの衛生的で高度な技術の活用

法や新サービスメニューについての講習テーマを都道府県ごとに複数実施し、

サービスのブラッシュアップによる理容サロンの経営状況の改善をめざしたの

であります。他にも、インターネットを通じた情報発信体制づくりが大切であ

ることから、「デジ活！儲かる塾」に取り組みました。いずれも価値のある技術

やサービスを提供することで、理容サロンが持続可能な成長と増収の実現が可

能となると確信しています。

　地球温暖化防止施策の実施では「熱中症警戒アラート」が発表された時には、

健康に重大な被害が発生する恐れのある子供や高齢者を熱中症から守るため、

全国のバーバーサロンを避難場所として「バーバーサロンCOOL　SHAER（クール

シェア）」を新たにスタートさせました。今年度も環境省と共に「デコ活（脱炭

素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動）」の推進をと考えています。

　また、昨年の10月21日には業界の最大イベントである競技大会「ヘアワー

ルド・ジャパンカップ2024」を盛大に開催することができました。この事業開

催に際しましては、海外選手招致を目的にインドネシア・中国・台湾・韓国で

の技術セミナー等を行い国際交流を図ってまいりました。国境を越えたこの固

い繋がりこそが、平和・共生社会の第一歩と思っています。

　昨年は円安、物価高等厳しい環境下にありましたが、その苦境をバネに本年

も理容サロン個々が売上増となるための支援事業や気候変動問題への対処、さ

らには諸外国との理美容技術を通しての好循環の実現と共生社会の発展に貢献

していく所存です。

　そのためには、皆さま方のお力添えが不可欠であり、一人ひとりの努力が私

たちの業界を成長させる原動力となるのです。

　新時代に取り残されないための未来に向けた方策に一層奮励してまいります

ので、本年も叱咤ご指導賜わりますようお願い申し上げ年頭所感とします。

令和７年１月１日（1）第 725 号 か が み



新年のお慶びを申し上げます
令 和 七 年

元　 旦

理
事
長

吉　

永　

和　

義

（
山
口
支
部
）

相
談
役

松　

永　

忠　

晴

（
吉
南
支
部
）

常
任
理
事　

教
育
部
長

廣　

石　

正　

明

（
下
松
支
部
）

副
理
事
長　

総
務
企
画
、
経
理
金
融
部
長

木　

村　

真　

也

（
新
南
陽
支
部
）

常
任
理
事　

文
化
・
広
報
部
長

上　

田　

憲　

志

（
長
門
支
部
）

常
任
理
事　

共
済
部
長

阪　

本　

直　

樹

（
周
西
支
部
）

常
任
理
事　

組
織
部
長

金　

井　

鉄　

夫

（
小
野
田
支
部
）

監　

事
山　

本　
　
　

豊

（
宇
部
支
部
）

監　

事
刀　

祢　

隆　

一

（
柳
井
支
部
）

講　
　

師

浴　

本　

孝　

嘉

（
岩
国
支
部
）

講　
　

師

釼　

物　

宏　

行

（
長
門
支
部
）

講　
　

師

佐　

野　

宙　

史

（
下
関
支
部
）

講　
　

師

秋　

山　

健　

朗

（
厚
狭
支
部
）

新年のお慶びを
申し上げます

山口県理容生活衛生同業組合
事 務 局 一 同

岩　

国　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

日
高　

孝
司

  

副
支
部
長　

濱
安　

益
之

　
　
　

会　

計　

岩
崎　

健
司

　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

大　

島　

支　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

西
口　
　

明

　
　
　
　
　
　
　
　

外
組
合
員
一
同

柳　

井　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

武
田　

知
久

　
　
　

会　

計　

田
中　
　

隆

　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

熊　

南　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

山
中　

弓
子

  

副
支
部
長　

城　
　

和
子

　
　
　

会　

計　

金
福　

美
子

　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

新
南
陽
支
部

副
理
事
長
・
支
部
長　

木
村　

真
也

  　
　

副
支
部
長　

松
崎　

勝
己

　
　
　
　
　

会　

計　

久
賀　

清
二

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

周　

西　

支　

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

阪
本　

直
樹

副
支
部
長
・
会
計　

多
田　
　

稔

　
　
　
　

副
支
部
長　

原
田　

宮
児

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

下　

松　

支　

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

廣
石　

正
明

　
　
　

副
支
部
長　

松
中　

政
之

　
　
　
　
　

会　

計　

武
居　

重
正

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

徳　

山　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

國
重　

敦
史

　

副
支
部
長　

仲
山　

尚
俊

　
　
　

〃　
　

兼
重　

貴
宏

　
　
　

会　

計　

三
好　

哲
也

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

萩　
　

支　
　

部

理
事
・
支
部
長　

角
屋　
　

睦

副
支
部
長
・
会
計　

池
部　

裕
之

　
　
　
　
　
　
　

外
組
合
員
一
同

長　

門　

支　

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

上
田　

憲
志

　
　
　
　
　

会　

計　

藤
岡　
　

健

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

美　

東　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

三
嶋　
　

充

副
支
部
長
・
会
計　

滝
本　

秀
樹

　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

宇　

部　

支　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

田
川　

健
治

　
　
　
　
　

副
支
部
長　

丸
山　

宏
二

　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

小
野
田
支
部

常
任
理
事
・
支
部
長　

金
井　

鉄
夫

　
　
　

副
支
部
長　

田
中　

哲
也

　
　
　
　
　

会　

計　

松
吉　

治
夫

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

厚　

狭　

支　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

安
藤　

裕
通

　
　
　
　
　

副
支
部
長　

伊
藤　

一
彦

　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

防　

府　

支　

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

濵
田　
　

稔

　

副
支
部
長
・
会
計　

渡
辺　

清
文

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

山　

口　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

川
野　

雅
吏

副
支
部
長
・
会
計　

金
子　
　

肇

　
　
　
　
　
　
　

外
組
合
員
一
同

吉　

南　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

片
山　

幸
生

副
支
部
長
・
会
計　

松
永　

忠
晴

　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

下
関
東
支
部

理
事
・
支
部
長　

本
田　

匡
史

  

副
支
部
長　

瀬
川　

晃
一

　
　
　

会　

計　

佐
股　

園
文

　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

下　

関　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

望
月　

義
弘

  

副
支
部
長　

三
嶋　

俊
弘

　
　
　

会　

計　

河
野　

秀
一

　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

文
化
広
報
部
長

岩　

国

大　

島

柳　

井

熊　

南

周　

西

下　

松

徳　

山

新
南
陽

防　

府

山　

口

吉　

南
萩

美　

東

宇　

部

小
野
田

厚　

狭

長　

門

下
関
東

下　

関

池　
本　
　
　
猛

西　
口　
　
　
明

河　
邉　
辰　
也

杉　
谷　
洋　
子

原　
田　
宮　
児

松　
中　
政　
之

仲　
山　
尚　
俊

田　
畑　
　
　
暁

濵　
田　
　
　
稔

川　
野　
雅　
吏

岩　
谷　
武　
志

池　
部　
裕　
之

阿　
部　
王　
則

田　
川　
健　
治

田　
中　
哲　
也

伊　
藤　
一　
彦

品　
川　
　
　
勉

竹　
岡　
　
　
久

山　
本　
　
　
豊

支
部
広
報
部
長 上

田
憲
志

常
任
理
事　

事
業
部
長

濵　

田　
　
　

稔

（
防
府
支
部
）

教
育
委
員

瀬　

川　

晃　

一

（
下
関
東
支
部
）

教
育
委
員

石　

井　

正　

吉

（
山
口
支
部
）
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